
1

出雲弥生の森博物館だより
I Z U M O 　 Y A Y O I N O M O R I 　 M U S E U M

季 刊 弥 生 の 出 雲 王 に 出 会 え る

第 30 号 （2018 年 7 月）

よすみちゃん

第30号

★
夏
季
企
画
展

7
月
14
日（
土
）～
９
月
24
日（
月
・
振
）

板津焼山遺跡の土器

田儀の町並と田儀港

【 

入
場
無
料 

】

　

出
雲
市
と
し
て
合
併
す
る
前
の
旧
市

町
が
紡
い
で
き
た
歴
史
を
、
文
化
財
を

と
お
し
て
紹
介
す
る
企
画
展
「
ふ
る
さ

と
今
昔
物
語
」
シ
リ
ー
ズ
。
第
２
回
の

今
回
は
、「
多
伎
町
・
湖
陵
町
」
に
ス

ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
あ
て
ま
す
。

　

出
雲
市
の
西
南
部
に
あ
る
多
伎
町
と

湖
陵
町
は
と
も
に
日
本
海
に
臨
む
ま
ち

で
、
両
町
と
も
歴
史
に
特
色
が
あ
り
ま

す
。
以
下
、
今
回
の
展
示
で
取
り
上
げ

る
主
な
文
化
財
を
紹
介
し
ま
す
。

多
伎
町
の
文
化
財

　

多
伎
町
を
代
表
す
る
遺
跡
と
し
て

は
、
国
史
跡
の
田た

ぎ儀
櫻さ
く
ら
い井
家
た
た
ら
製

鉄
遺
跡
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
江
戸
時
代

初
期
か
ら
１
８
９
０（
明
治
23
）年
ま
で

の
約
２
５
０
年
間
、
田
儀
櫻
井
家
に
よ

る
た
た
ら
製
鉄
は
、
多
伎
町
を
主
な
舞

台
と
し
て
営
み
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

宮み
や
も
と本
鍛か

じ冶
山さ
ん
な
い内
遺
跡（
奥
田
儀
）や
越こ
え

堂ど
う

た
た
ら
跡（
口
田
儀
）な
ど
鉄
生
産
に

関
わ
る
遺
跡
は
も
と
よ
り
、
生
産
さ
れ

た
鉄
の
搬
出
や
、
木
炭
・
砂
鉄
な
ど
の

原
料
の
搬
入
に
利
用
さ
れ
た
田
儀
港

が
、
か
つ
て
の
風
情
を
今
に
残
し
て
い

「
ふ
る
さ
と
今
昔
物
語 

そ
の
２

 

― 

多
伎
町
・
湖
陵
町 

―
」

る
こ
と
は
、
多
伎
町
の
大
き
な
魅
力
の

一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

田
儀
櫻
井
家
に
よ
る
た
た
ら
製
鉄

は
、
丘
陵
地
帯
と
海
岸
線
を
有
す
る
多

伎
町
の
地
の
利
を
活
か
し
て
発
展
し

た
、
出
雲
西
部
の
一
大
産
業
だ
っ
た
の

で
す
。

湖
陵
町
の
文
化
財

　

こ
れ
ま
で
神
西
湖
南
の
江
南
地
区
で

は
、
御ご

り
ょ
う
で
ん

領
田
遺
跡
や
三さ
ん
ぶ
た
け
ざ
き

部
竹
崎
遺
跡
な

ど
縄
文
時
代
以
降
の
遺
跡
が
多
く
見
つ

か
っ
て
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
神
西
湖
西
の
西
浜
地
区
で
は

厚
く
堆
積
し
た
砂
に
阻は

ば

ま
れ
、
遺
跡
は

ほ
と
ん
ど
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
地
は
奈
良
時
代
に
編
さ
ん
さ

れ
た
『
出い

ず
も
の
く
に

雲
国
風ふ

ど

き
土
記
』
の
「
薗そ
の

の
長

浜
」
項
で
「
砂
が
飛
び
散
り
、
ま
た
流

れ
て
こ
の
松
林
を
覆
い
埋
め
、や
が
て
、

全
部
埋
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
か
ろ

う
か
」
と
危き

ぐ惧
さ
れ
る
ほ
ど
、
砂
丘
の

移
動
が
大
き
か
っ
た
地
域
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
遺
跡
が
存
在
し
て
も
発

見
が
非
常
に
難
し
い
地
域
だ
っ
た
の
で

す
が
、
２
０
０
８（
平
成
20
）年
か
ら
進

め
ら
れ
て
い
た
土
地
区
画
事
業
の
一
環

で
、
工
事
中
に
遺
物
が
見
つ
か
り
ま
し

た
。

　

坂い
た
づ
や
け
や
ま

津
焼
山
遺
跡
と
名
づ
け
ら
れ
た
こ

の
遺
跡
は
、
２
０
１
１（
平
成
23
）年
に

市
文
化
財
課
が
発
掘
調
査
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
奈
良
時
代
ご
ろ
を
主
と
す
る
土

器
が
多
く
出
土
し
ま
し
た
。
遺
跡
を
覆

う
砂
の
層
は
５
ｍ
以
上
も
あ
る
の
で
、

坂
津
焼
山
遺
跡
の
発
見
は
幸
運
に
恵
ま

れ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
こ
で
紹
介
し
た
遺
跡
の
ほ
か
、
今

回
の
企
画
展
で
は
多
伎
町
の
経

き
ょ
う
づ
か
や
ま

塚
山
古

墳
か
ら
出
土
し
た
勾
玉
な
ど
の
玉
類

（
島
根
大
学
考
古
学
研
究
室
蔵
）や
、
湖

陵
町
の
阿あ

ね禰
神
社
に
伝
わ
る
『
出
雲
風

土
記
俗ぞ

く
か
い
し
ょ
う

解
抄
』
な
ど
、
普
段
は
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
貴
重
な
文
化
財
も
展
示

し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
是
非
ご
覧

く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
（
三
原
一
将
）



2

第30号

お
披
露
目
‼
新
発
見
の

『
出
雲
国
風
土
記
』

★
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
Ⅱ

　
『
出
雲
国
風
土
記
』
が
ま
と
め
ら
れ

た
の
は
、
７
３
３（
天
平
５
）年
の
こ
と

で
、
当
時
の
出
雲
国
の
地
名
、
そ
の
由

来
、
あ
る
い
は
動
植
物
な
ど
が
記
さ
れ

ま
し
た
。
本
来
は
、
天
皇
へ
の
上
申
文

書
で
、
２
巻
の
巻
物
の
体
裁
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
私
た

ち
が
目
に
す
る
よ
う
な
、
冊
子
の
形
と

な
る
の
は
後
の
こ
と
で
す
。『
出
雲
国

風
土
記
』
と
名
付
け
ら
れ
た
の
も
、
平

安
時
代
以
降
で
す
。
た
だ
し
、
そ
れ
が

ど
の
よ
う
に
し
て
後
世
に
伝
え
ら
れ
た

の
か
は
、
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

現
存
す
る
『
出
雲
国
風
土
記
』
の
多

く
は
江
戸
時
代
の
写
本
で
、
約
１
９
０

冊
を
確
認
で
き
ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
、
出
雲
以
外
の
地
域
で
書
写
さ
れ
た

も
の
で
す
。
江
戸
時
代
、
社
会
が
安
定

し
て
く
る
と
、
自
ら
の
土
地
の
歴
史
を

再
確
認
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
全
国
各

地
で
始
ま
り
、
新
た
な
地
誌
が
編
さ
ん

さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
地
誌
の
祖
と

さ
れ
た
の
が
『
出
雲
国
風
土
記
』
で
、

そ
の
た
め
、
各
地
で
多
く
の
写
本
が
書

き
写
さ
れ
た
の
で
す
。

　

昨
年
度
、
当
館
に
一
冊
の
『
出
雲
国

風
土
記
』の
写
本
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
写
本
は
、
こ
れ
ま
で
研
究
者
の
間

で
も
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
で
、
今
回

初
め
て
の
展
示
と
な
り
ま
す
。
書
写
の

年
代
は
明
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
文

章
の
体
裁
や
内
容
か
ら
、
江
戸
時
代
半

ば
ご
ろ（
18
世
紀
）の
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

こ
の
写
本
を
調
べ
る
と
、
兄
弟
本
と

も
呼
べ
る
写
本
の
存
在
が
分
か
り
ま
し

た
。
そ
れ
ら
は
、
出
雲
、
大
坂
、
平
戸

（
長
崎
県
）に
所
在
し
た
写
本
で
、
そ
の

背
景
に
は
当
時
の
文
化
人
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
介
在
し
た
こ
と
が
見
え
て
き

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
（
髙
橋　

周
）

７
月
25
日（
水
）～
９
月
３
日（
月
）

出雲国風土記に載る「出雲御
みさきやま

崎山」

★
祝
！
重
要
文
化
財

上
塩
冶
築
山
古
墳
出
土
品
の
ご
紹
介

　

国
史
跡
の
上か
み
え
ん
や
つ
き
や
ま

塩
冶
築
山
古
墳
は
、

出
雲
市
上
塩
冶
町
に
あ
る
６
世
紀
末

頃
の
円
墳
で
す
。
今
夏
、
そ
の
出
土

品
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
記

念
し
て
、
７
月
９
日
ま
で
今
回
指
定

さ
れ
る
１
４
０
点
す
べ
て
を
初
公
開

し
、
上
塩
冶
築
山
古
墳
の
実
像
に
迫

る
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

　

古
墳
は
、
１
８
８
７（
明
治
20
）年
、

土
地
所
有
者
に
よ
り
石
室
が
開
け
ら

れ
、
豊
富
な
副ふ

く
そ
う
ひ
ん

葬
品
が
発
見
さ
れ
ま
し

た
。

　

墳
丘
直
径
は
46
ｍ
、
石
室
全
長
は

14.6
ｍ
、
大
石
棺
の
長
辺
は
2.8
ｍ
あ
り
ま

す
。
い
ず
れ
も
同
時
期
の
出
雲
西
部
で

は
最
大
で
す
。
そ
れ
は
、
山
陰
地
方
に

比
較
の
範
囲
を
広
げ
て
も
変
わ
り
ま
せ

ん
。

　

石
室
内
に
は
大
小
２
つ
の
石
棺
が
置

か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
一
人
ず
つ
埋
葬
さ

れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
副
葬
品

の
出
土
位
置
は
、
当
時
の
記
録
や
聞
き

取
り
調
査
か
ら
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
石
棺
に
伴
う
と
推
定
で
き
る
副
葬

品
は
、
金
や
銀
で
飾
ら
れ
た
大た

ち刀
、
銀

の
馬
具
、
鉄て

つ
ぞ
く鏃
、
銅ど
う
れ
い鈴
な
ど
、
小
石
棺

に
伴
う
の
は
、
金
の
冠
、
金
や
銀
で
飾

ら
れ
た
大
刀
と
馬
具
、玉
類
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
か
ら
、
大
石
棺
の
被
葬
者
は
、

出
雲
西
部
を
支
配
し
、
山
陰
で
も
突
出

し
た
勢
力
を
も
つ
人
物
、
小
石
棺
の
被

葬
者
は
、
ト
ネ
リ
と
し
て
大
和
の
大お

お
き
み王

や
王お

う
ぞ
く族
に
仕
え
た
人
物
と
推
測
し
ま
し

た
。

　

上
塩
冶
築
山
古
墳
の
特
色
は
、
保
存

状
況
の
良
さ
に
あ
り
、
そ
の
た
め
、
墳

丘
・
石
室
・
石
棺
・
出
土
品
を
そ
れ
ぞ

れ
詳
し
く
検
討
で
き
る
の
で
す
。
こ
の

よ
う
に
保
存
さ
れ
て
き
た
大
規
模
な
６

世
紀
の
古
墳
は
、
中
四
国
地
方
で
は
、

上
塩
冶
築
山
古
墳
だ
け
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。
こ
の
点
が
高
く
評
価
さ
れ
、

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
す
。

（
坂
本
豊
治
）

朝鮮半島から輸入された銀の馬具
大石棺の被葬者に伴う副葬品と推定
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第30号
『
日
が
沈
む
聖
地
出
雲
』の
文
化
財

（
第
４
回
）

　

日
本
遺
産
「
日
が
沈
む
聖
地
出
雲
」

を
彩
る
構
成
文
化
財
紹
介
第
４
弾
！

　

今
回
は
、
青
い
海
と
新
緑
の
山
々
に

囲
ま
れ
た
日ひ

の
み
さ
き

御
碕
エ
リ
ア
で
ひ
と
き
わ

目
を
引
く
朱
色
の
社
殿
、
日
御
碕
神
社

に
注
目
し
ま
す
。

　

奈
良
時
代
の
『
出
雲
国
風
土
記
』
に

「
美み

さ
き
の
や
し
ろ

佐
伎
社
」、平
安
時
代
の
『
延え
ん
ぎ
し
き

喜
式
』

に
「
御み

さ
き
の
や
し
ろ

碕
社
」
と
し
て
登
場
す
る
、
由

緒
あ
る
古
社
で
す
。
戦
国
時
代
以
降
に

は
、
朝
廷
や
幕
府
、
大
名
ら
の
崇
敬
を

集
め
ま
し
た
。

　

境け
い
だ
い内
に
建
ち
並
ぶ
多
く
の
建
造
物

は
、江
戸
時
代
初
期
、３
代
将
軍
徳
川
家

光
の
命
で
造
営
が
始
ま
り
、
１
６
４
３

（
寛
永
20
）年
に
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の

う
ち
、
日ひ

し
ず
み
の
み
や

沉
宮
・
神
の
宮
社
殿
や
楼ろ
う
も
ん門

な
ど
は
国
の
重
要
文
化
財
で
す
。

①
神
の
宮
（
上
の
宮
）

　

境
内
の
高
台
に
鎮
座
し
、
ス
サ
ノ
オ

を
祀ま

つ

り
ま
す
。
古
く
は
、
社
殿
の
後

日沉宮の社殿

日御碕エリア

★
日
本
遺
産

ろ
の
「
隠か
く
れ
が
お
か

ヶ
丘
」
に
あ
り
ま
し
た
が
、

１
５
０
０
年
前
に
現
在
地
へ
遷
さ
れ
た

と
伝
わ
り
ま
す
。
日
沉
宮
と
同
じ
建
築

様
式
で
す
が
、
一
回
り
小
さ
く
造
ら
れ

て
い
ま
す
。

②
日
沉
宮
（
下
の
宮
）

　

ア
マ
テ
ラ
ス
を
祀
る
権ご
ん
げ
ん
づ
く
り

現
造
の
社
殿

で
す
。
か
つ
て
は
後
方
沖
に
浮
か
ぶ

経ふ
み
し
ま島
に
あ
り
、
９
４
８（
天
暦
２
）年
に

勅ち
ょ
く
め
い
命
で
現
在
地
に
遷
さ
れ
た
と
伝
わ
り

ま
す
。「
日
が
沈
む
聖
地
の
宮
」を
意
味

す
る
名
称
は
、
日
の
出
に
象

し
ょ
う
ち
ょ
う
徴
さ
れ
る

ア
マ
テ
ラ
ス
を
日
没
の
夕
日
を
結
び
つ

け
た
、
出
雲
独
自
の
世
界
観
を
伝
え
て

く
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
殿
の
妻
飾
り
に
施
さ
れ
た

美
し
い
彫
刻
に
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
、
ツ

ク
ヨ
ミ
、
ス
サ
ノ
オ
の
三さ

ん
き
し

貴
子
を
表
す

と
い
う
太
陽
、
月
、
星
が
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、現
地
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
景
山
こ
の
み
）

ポ
イ
捨
て
禁
止
推
進
協
議
会
表
彰

美
化
活
動
の
様
子

★
出
雲
弥
生
の
森
公
園フレ

ン
ド
ク
ラ
ブ

★
博
物
館
に
ご
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

出
雲
弥
生
の
森
公
園
フ
レ
ン
ド
ク
ラ

ブ（
井
上
明
男
会
長
、会
員
数
31
名
）は
、

平
成
17
年
に
発
足
し
て
以
来
、『
育
て

よ
う
出
雲
弥
生
の
森
』
を
合
言
葉
に
、

西
谷
墳
墓
群
史
跡
公
園
「
出
雲
弥
生
の

森
」
の
清
掃
、
除
草
や
花
壇
の
管
理
な

ど
の
美
化
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
多
年
に
渡
る
功
績
が
高
く
評

価
さ
れ
、
５
月
21
日
に
出
雲
市
ポ
イ
捨

て
禁
止
推
進
協
議
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

昨
年
、「
視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
や

子
ど
も
た
ち
が
、
触
れ
る
こ
と
で
歴
史

文
化
を
学
び
、
ま
た
、
面
白
さ
を
体
感

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
も
の
に
充

て
て
ほ
し
い
」
と
ご
寄
附
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
や

視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
と
相
談
し
、
次

の
体
験
グ
ッ
ズ
を
購
入
し
ま
し
た
。

●

土
器
パ
ズ
ル

●

木
製
農
具
の
レ
プ
リ
カ

●

木
材
体
験
キ
ッ
ト

●

勾
玉
の
レ
プ
リ
カ

　

こ
れ
ら
の
も
の
は
、
た
い
け
ん
コ
ー

ナ
ー
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
度
の
善
意
に
心
か
ら
お
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。

　

出
雲
弥
生
の
森
公
園
フ
レ
ン
ド
ク

ラ
ブ
の
美
化
活
動
は
、
月
１
回（
８
月

及
び
12
月
～
２
月
を
除
く
）行
わ
れ
ま

す
。
５
月
12
日
に
は
、
今
年
３
回
目
の

美
化
活
動
が
大
津

慶
友
会
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、史

跡
公
園
の
美
観
は
、

フ
レ
ン
ド
ク
ラ
ブ
を

始
め
と
す
る
地
域

の
皆
さ
ん
の
た
ゆ

ま
ぬ
活
動
に
よ
り

保
た
れ
て
い
ま
す
。

木製農具のレプリカ
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（発行）出雲弥生の森博物館
2018年7月

〒 693-0011
島根県出雲市大津町2760

（TEL） 0853-25-1841
（FAX） 0853-21-6617
（E-mail） yayoi@city.izumo.shimane.jp
http://www.city.izumo.shimane.jp/yayoinomori
● 入 館 料 / 無 料
● 開館時間 / 9：00～17：00
　　　　　　（入館は16：30 まで）
● 休 館 日 / 火曜日
　　　　　　（祝日の場合は翌平日）
　　　　　　年末年始

第30号

★
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

★
企
画
展
・
講
座
な
ど
の
ご
案
内

▼
将
棋
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

７
月
22
日
（
日
）

　

「
プ
ロ
棋
士
指
導
対
局
」

　
　

９
時
～
12
時

　
　

棋
士　

船
江
恒
平 

六
段

　
　
　
　
　

里
見
香
奈 

女
流
四
冠

　

「
ジ
ュ
ニ
ア
将
棋
大
会
」

　
　

13
時
～
17
時

　
　

 

大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

【
電
話
２
１

－
７
５
８
０
】

　

※
参
加
の
受
付
は
終
了
し
ま
し
た
。

▼
藍
の
生
葉
染
め
体
験
教
室

　

８
月
11
日（
土
・
祝
）10
時
～
12
時

　
●

場　
　

所　

た
い
け
ん
学
習
室

　
●

募
集
人
数　

20
人　
●

参
加
無
料

　

※
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。　

　

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
弥
生
の
森
お
月
見
コ
ン
サ
ー
ト

　

９
月
23
日
（
日
・
祝
）
18
時
～

　

秋
の
一
夜
、
お
月
見
と
素
敵
な
演

奏
で
癒
し
の
ひ
と
と
き
を
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

　

前
売
券　

５
０
０
円

　

当
日
券　

７
０
０
円

　
（
中
学
生
以
下
無
料
）

　

８
月
上
旬
か
ら
発
売
予
定

　
　

 

弥
生
の
森
お
お
つ
・
鐘
推

【
電
話
０
９
０

－

４
８
０
０

－

２
８
３
５
】

▼
夏
季
企
画
展

　
「
ふ
る
さ
と
今
昔
物
語
そ
の
２

― 

多
伎
町
・
湖
陵
町 

―
」

　

７
月
14
日（
土
）～
９
月
24
日（
月
・
振
）

　

●
関
連
講
座

　

「
遺
跡
が
語
る
多
伎
・
湖
陵
の
歴
史
」

　

８
月
25
日
（
土
）
14
時
～

　
【
講
師
】
三
原
一
将（
当
館
）

　

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

７
月
21
日
（
土
）
・
９
月
15
日
（
土
）

　

い
ず
れ
も
10
時
～

▼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

　
「
出
雲
市
の
新
指
定
文
化
財
」

　

開
催
中　

７
月
23
日
（
月
）
ま
で

　
「
お
披
露
目
！
新
発
見
の『
出
雲
国
風
土
記
』」

　

７
月
25
日
（
水
）
～
９
月
３
日
（
月
）

　
「
猪い

の
め
ど
う
く
つ

目
洞
窟
遺
跡（
仮
）」

　

９
月
５
日
（
水
）
～
12
月
３
日
（
月
）

▼
速
報
展

　
「
国
史
跡　

出
雲
国
山
陰
道
跡
」

　

開
催
中　

９
月
10
日
（
月
）
ま
で

▼
ス
ポ
ッ
ト
展

　
「
い
つ
ま
で
も
戦
後
で
あ
り
た
い
２
０
１
８
」

　

８
月
１
日
（
水
）
～
９
月
３
日
（
月
）

▼
出
雲
弥
生
の
森
博
物
館
職
員
リ
レ
ー
講
座

　
「
出
雲
弥
生
の
森
博
物
館
本

『
出
雲
国
風
土
記
』の
系
譜
」

　

９
月
１
日
（
土
）
14
時
～

　
【
講
師
】
髙
橋　

周（
当
館
）

　
７
月
、
夏
空
と
入
道
雲
、
と
く
れ
ば
発

掘
現
場
。
そ
れ
は
私
が
若
い
こ
ろ
の「
定

番
」で
し
た
。
初
め
て
の
夏
の
現
場
は
、

１
９
７
４
年
の
富
田
川
川
床
遺
跡
。
場

所
は
広
瀬
町（
安
来
市
）の
飯
梨
川
。
広

瀬
で
は「
富
田
川
」が
通
称
で
す
。
こ
こ
に

は
、
か
つ
て
富
田
城
の
城
下
町
が
あ
り
ま

し
た
。
尼
子
経
久
か
ら
毛
利
氏
、
さ
ら
に

吉
川
広
家
、
堀
尾
忠
氏
ま
で
、
彼
ら
の
居

城
を
支
え
た
町
並
み
は
城
の
す
ぐ
下
に

あ
っ
た
の
で
す
が
、
藩
主
が
松
江
に
移
って

半
世
紀
後
、
川
の
氾
濫
に
よって
埋
も
れ

て
し
まった
の
で
す
。

　

そ
の
現
場
で
は
、
川
床
か
ら
現
れ
る
建

物
跡
な
ど
の
調
査
を
手
伝
って
い
ま
し
た
。

た
だ
、
記
憶
に
残
る
の
は
見
つ
かった
江
戸

時
代
の
井
戸
で
冷
や
し
た
ス
イ
カ
の
味
く

ら
い
。
そ
の
後
、
松
江
、
奈
良
、
茨
城
、

飛
鳥
、
あ
ち
こ
ち
の
夏
空
の
下
で
発
掘
を

経
験
し
ま
し
た
。

　

海
外
で
何
年
も
通
った
の
が
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
群
で
し
た
。
バ
ン
テ

ア
イ・ク
デ
イ
と
い
う
石
造
寺
院
の
発
掘
で
、

チ
ー
ム
に
は
プ
ノ
ンペン
大
学
の
学
生
た
ち

が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
炎
天
下
の
調

査
の
合
間
に
恒
例
だった
の
が
、
日
本
チ
ー

ム
と
学
生
チ
ー
ム
と
の
サ
ッ
カ
ー
で
す
。
会

場
は
、ア
ンコ
ー
ル
観
光
の
拠
点
で
あ
る
シェ

ム
リ
ア
ッ
プ
の
競
技
場
。
あ
る
時
、
グ
ラ
ウ

問問

★
館
長
古こ

ら

む
来
夢

ン
ド
の
片
隅
に
不
思
議
な
も
の
が
立
って
い

る
の
に
気
づ
き
ま
し
た
。
傘
の
柄
を
逆
さ

に
し
た
よ
う
な
、
高
さ
５
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

構
造
物
で
す
。
学
生
に「
何
だ
ア
レ
」と

尋
ね
る
と
、「H

anging T
ree

」と
の
答

え
。
夏
の
光
に
照
ら
さ
れ
て
白
く
た
た
ず

む「
傘
の
柄
」は
、
こ
の
国
を
恐
怖
政
治
で

覆った
ポ
ル・
ポ
ト
時
代
の
遺
産
で
し
た
。

　

さ
て
、
１
９
４
５
年
７
月
28
日
、
こ
こ

出
雲
市
は
ア
メ
リ
カ
空
母
艦
載
機
の
空
襲

を
受
け
ま
し
た
。
斐
川
に
あ
っ
た
海
軍
航

空
基
地
一
帯
が
機
銃
掃
射
の
標
的
と
な
っ

た
の
で
す
。
そ
の
時
の
銃
弾
の
痕
跡
は
、

い
ま
も
JR
山
陰
線
の
新
川
鉄
橋
に
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
日
も
、
そ
し
て
そ
れ
か

ら
半
月
後
の
８
月
15
日
に
も
今
と
変
わ
ら

ぬ
夏
空
と
入
道
雲
が
あ
り
ま
し
た
。
も

う
す
ぐ
、
蝉
し
ぐ
れ
と
と
も
に
慰
霊
の
夏

が
やって
き
ま
す
。　
　
　
（
花
谷　

浩
）


